
（1）平成 26年８月吉日 第 76号せとうちがくえん

せとうちせとうち

　
法
人
創
立
35
年
を
迎
え
て

〜
さ
ら
な
る
前
進
を
目
指
し
て
〜

社
会
福
祉
法
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
福
祉
事
業
会
　
　
　
　
　
　

理
事
長
　
道
廣
　
　
司

　
瀬
戸
内
福
祉
事
業
会
並
び
に
瀬

戸
内
学
園
は
、
本
年
創
立
35
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
を

始
め
利
用
者
、
ご
家
族
、
行
政
、

職
員
の
方
々
等
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
創
立
30
年
の
節
目
か
ら
こ
の
5

年
間
、
法
律
や
制
度
の
仕
組
み
も

変
遷
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

流
れ
に
対
応
し
つ
つ
も
当
法
人
と

い
た
し
ま
し
て
は
、「
親
な
き
後

が
心
配
」「
終
の
棲
家
を
！
」
の

多
く
の
声
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
開
設
し
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
全
体
の
高
齢
化
で
待
機

者
が
非
常
に
多
く
、
新
た
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
定
老
人
施

設
を
続
け
て
開
設
い
た
し
ま
し

た
。

　
「
知
的
障
が
い
者
の
た
め
に
」

と
35
年
前
に
出
発
し
た
法
人
で
は

あ
り
ま
す
が
、
社
会
の
要
請
・
社

会
へ
の
貢
献
の
観
点
か
ら
高
齢
者

の
分
野
へ
力
を
傾
注
し
て
い
た
感

は
否
め
ま
せ
ん
。
今
後
は
高
齢
利

用
者
や
重
い
障
が
い
の
あ
る
方
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
、
利
用
で

き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
日
中
活

動
の
場
を
整
備
し
、
利
用
者
の
皆

様
の
暮
ら
し
の
選
択
肢
を
広
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
皆

様
・
ご
家
族
・
地
域
の
方
々
の
声

に
、
よ
り
一
層
耳
を
傾
け
、
一
歩

一
歩
前
に
進
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

瀬 戸 内 学 園 広 報 紙
発行　社会福祉法人　瀬戸内福祉事業会
　　　　　　  瀬 戸 内 学 園
　　発行責任者　 宮　本 　　 勇
〒712-8015　倉敷市連島町矢柄6092
　　　　　　☎ 086−448−1811

35周年記念号

25年度　一泊旅行

24年度　夕涼み会

23年度　一泊旅行

26年度　学園祭 

22年度　学園祭 

25年度　お祝いの会



平成 26年８月吉日 第 76号（2）せとうちがくえん

＊�創立 25年までの沿革は「25周年記念誌」に、30年までの沿革は 30周年
記念特別号 (平成 21年８月号　広報せとうち )に記載

平成21年10月 １日 �ケアホーム「若草ホームⅠ」(男性９名 )開始。自活訓
練９名に減員ケアホーム定員26名

平成22年 １月 ８日 就労訓練等整備事業にてマイクロバスを導入
３月31日 �授産棟防水等老朽修繕とスプリンクラー設置 (日本財団

補助事業 )
「若草ホームⅠ」自火報とスプリンクラー設置

４月 １日 �「若草ホームⅡ」(女性９名 )開始。自活訓練終了。ケア
ホーム定員35名となる
入所更生施設が障がい者支援施設 (生活介護・施設入所
支援各定員60名 )に移行する
合併処理槽取り壊し、防護擁壁を整備し、駐車場とする

平成23年 １月31日「若草ホームⅡ」自火報とスプリンクラー設置
授産棟内装改修及びスロープ等設置

３月 ９日 居住棟（希望寮）スプリンクラー設置
７月〜11月 重度棟（ほほえみ寮）防水工事、管理棟改修

平成24年 ３月 １日 �通所授産・通所更生が障害福祉サービス事業、多機能型
事業所つばさせとうち (生活介護定員25名・就労継続
支援Ｂ型定員15名 )に移行
相談支援事業所クローバーせとうち開設

８月 １日 �地域密着型特別養護老人ホームグリーンビレッジ瀬戸内
開設

平成25年 ２月21日 居住棟北側防護壁設置
３月31日 �重度棟女性トイレ、洗面所改修、介護トイレの設置
５月〜７月 重度棟浴室、男性トイレ洗面所改修

平成26年 ４月 １日 �地域密着型特定施設入居者生活介護グリーンビレッジ瀬
戸内（なごみ）開設
デイサービスセンターグリーンビレッジ瀬戸内開設

法
人
創
立
30
年
を
機
に
毎

年
、
8
月
1
日
の
創
立
記

念
日
に
、
優
良
永
年
勤
続

表
彰
式
典
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
瀬
戸
内
学
園

よ
り
以
下
の
職
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

20
年
表
彰　
山
田　
康
治

　
　
　
　
　
藤
本　
智
子

　
　
　
　
　
重
正　
伯
枝

10
年
表
彰　
藤
原　
正
子

　
　
　
　
　
為
房　
　
恵

5
年
表
彰　
切
山　
明
子

　
　
　
　
　
岡
村　
　
緑

　
　
　
　
　
小
川　
瑞
恵

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
功

労
を
称
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
者

の
方
の
為
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆　創立30年から35年のあゆみ　◆ おめでとうございます

永年勤続表彰

表
彰
状

「
地
域
社
会
に
暮
ら
し
て
い
く
障
が
い
者
の

豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
」

―
私
達
の
理
念
実
現
に
向
け
た
35
年
と
こ
れ
か
ら
―

瀬
戸
内
学
園　
園
長　

宮
本
　
　
勇　

　
創
立
30
年
か
ら
の
こ
の
5
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
地
域
生
活
へ
の

受
け
皿
の
準
備
と
新
し
い
事
業
体
系
へ

の
移
行
、
そ
し
て
各
所
老
朽
箇
所
の
修

繕
の
実
施
が
大
き
な
動
き
と
言
え
ま

す
。
法
人
同
様
、
35
年
が
経
過
し
た
瀬

戸
内
学
園
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
無
事
に

こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
ひ
と
え
に
利
用
者

の
皆
様
の
努
力
、地
域
の
皆
様
の
理
解
、

ご
家
族
の
協
力
と
支
え
、
行
政
等
関
係

機
関
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
職
員
の
地
道

な
支
援
の
努
力
等
、
本
当
に
多
く
の
力

の
結
集
と
継
続
の
賜
物
と
、
感
謝
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
平
成
12
年
に
動
き
始
め
た
社
会
福
祉

の
基
礎
構
造
改
革
の
流
れ
に
対
応
し
、

地
域
移
行
を
推
進
す
べ
く
当
時
80
名
で

あ
っ
た
入
所
の
定
員
を
60
名
に
減
ら
す

こ
と
、
そ
の
担
保
と
し
て
新
た
な
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
日
中
活
動
の
場
を
整

備
す
る
こ
と
を
具
体
的
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
創
立
30
年

か
ら
こ
の
5
年
の
間
の
法
・
施
策
の
大

き
な
変
動
を
見
据
え
つ
つ
、
入
所
定
員

を
60
名
に
減
じ
、
地
域
生
活
の
場
を
確

保
し
、
日
中
活
動
の
場
の
拡
大
を
行
う

等
、
こ
の
目
標
を
達
成
し
、
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
も
の
と
自
負
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
高
齢
社

会
の
中
で
高
齢
期
を
ど
う
支
え
る
か
に

傾
注
し
、新
た
な
地
域
密
着
型
の
特
養
、

特
定
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
等
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
障
が
い
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
法
人
と
し
て
、
高

齢
期
へ
の
対
応
は
進
み
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
学
園
で
も
「
老
い
」
の
問
題

は
喫
緊
の
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
創
立
40
年
に
向
か
っ

て
は
、
入
所
定
員
を
60
名
か
ら
40
名
に

減
じ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
空
間
の

提
供
を
目
指
し
、
地
域
生
活
で
は
高
齢

の
方
が
「
終
の
棲
家
」
と
し
て
選
ぶ
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
日
中
活
動
の
場
の
整
備
を
進
め
、

選
択
肢
を
広
げ
る
事
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
支
援
・
介
護
の
技
術
、

資
質
の
向
上
に
も
努
め
、学
園
理
念「
地

域
社
会
に
暮
ら
し
て
い
く
障
が
い
者
の

豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
」
実
践
の
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（3）平成 26年８月吉日 第 76号せとうちがくえん

◯
一
泊
旅
行
復
活
!!

　
Ｈ
22
年
9
月
か
ら
、
瀬
戸
内
学
園
30
周
年
を
記
念
し

て
9
年
ぶ
り
に
、
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
を
併
せ
て

全
体
で
の
一
泊
旅
行
が
復
活
し
ま
し
た
。利
用
者
の
方
、

ご
家
族
の
方
共
に
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
現
状
で
、
無

理
の
な
い
行
程
で
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
旅
を
計

画
、
運
営
す
る
こ
と
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、「
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
の
皆
様
の
声
に
お
応

え
し
た
く
、
全
体
で
楽
し
め
る
学
園
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◯�

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
、防
護
壁
、ほ
ほ
え
み
寮
改
修

　
Ｈ
22
年
に
授
産
棟
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
若
草
ホ
ー

ム
）、
Ｈ
23
年
に
瀬
戸
内
学
園
希
望
寮
と
ほ
ほ
え
み
寮

に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｈ
25
年
に
希
望
寮
裏
に
防
護
壁
設
置
、
ほ
ほ
え
み
寮

男
女
の
ト
イ
レ
や
洗
面
所
の
改
修
、
車
椅
子
用
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｈ
26
年
3
月
、
後
援
会
の
ご
寄
付
に
よ
り
、

食
堂
の
机
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
26
年
度
よ
り
、
ほ
ほ
え
み
寮
改
修
工
事
第
2
弾
。

女
性
側
3
居
室
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
4
人
部
屋
か
ら

2
人
部
屋
に
、
ベ
ッ
ト
部
屋
を
畳
か
ら
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
、
壁
紙
や
床
材
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
に
な
ど
、
用
途
や

今
後
の
支
援
の
必
要
性
に
合
わ
せ
て
改
修
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
の
皆
様
が
安
全
で
快
適
に
過

ご
し
や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

つ
ば
さ
せ
と
う
ち

○
作
業
風
景

　
自
主
製
品
と
し
て
、
約
１
年
前
か
ら
販
売

し
て
い
る
「
牛
乳
パ
ッ
ク
イ
ス
」
が
大
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
、
利
用

者
の
方
の
新
規
作
業
開
拓
の
為
、
考
え
た
自

主
製
品
で
し
た
が
口
コ
ミ
等
に
よ
り
注
文
が

広
が
り
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
製
作
が
間
に
合
わ
な
い
程
で
利
用
者
の

方
と
ま
ご
こ
ろ
こ
め
て
作
製
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
材
料
等
に
つ
き
ま
し
て
も
様
々
な
所

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
イ
オ
ン

倉
敷
の
「
あ

ゆ
み
の
店
」

で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
個
別

で
の
ご
注
文

も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

 

ケ
ア
ホ
ー
ム
せ
と
う
ち

◯�

若
草
夏
祭
り

　
若
草
ホ
ー
ム
の
近
隣
の
方
と
の
交
流
を
図

り
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
23
年
か
ら
8
月
に
連
島
第
二
公
園

に
て
若
草
夏
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当

初
か
ら
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
で
4
回
目
を

迎
え
ま
す
。

今
後
と
し
て

は
、
地
域
の

行
事
と
し
て

発
展
さ
せ
て

い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

◯�

総
合
防
災
訓
練

連
島
地
区
の
総
合
防
災
訓
練
に
昨
年
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
を
想
定
し
、
津
波
が
来
る
前
に
避

難
す
る
た
め
、
避
難
場
所
で
あ
る
連
島
東
小

学
校
ま
で
歩
い
て
移
動
し
ま
す
。
避
難
経
路

を
知
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
に

ど
ん
な
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
の
か
、
お

近
づ
き
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

  

瀬
戸
内
学
園

◯�

誕
生
日
外
出

　
Ｈ
23
年
度
か
ら
、「
誕

生
日
外
出
」
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
誕
生
月
に

利
用
者
の
方
の
希
望
に

合
わ
せ
て
、
お
い
し
い

物
を
食
べ
た
り
、
行
き

た
い
所
に
行
っ
た
り
、

や
り
た
い
こ
と
が
叶
え

ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。買
い
物
を
い
っ
ぱ
い
し
た
り
、

電
車
に
乗
り
に
行
っ
た
り
、
プ
ー
ル
に
入
っ

た
り
、
温
泉
旅
行
に
行
っ
た
り
す
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
利
用
者
の

方
が
毎
年
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
す
。

◯
は
げ
み

　
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

は
げ
み
グ
ル
ー
プ
の
入

所
の
利
用
者
の
方
を
中
心

に
、
月
に
１
回
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
場
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
、
グ
ル
ー
プ
の
利
用
者
の
方
が
、
暮
ら

し
を
共
に
し
て
い
る
仲
間
と
し
て
、
お
互
い
に

楽
し
く
、
仲
良
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
要
望
を

出
し
合
い
、
利
用
者
の
方
同
士
で
話
し
合
う

場
を
作
り
た
い
と
い
う
職
員
か
ら
の
提
案
で
し

た
。
最
初
は
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
利

用
者
の
方
か
ら
の
声
は
少
な
か
っ
た
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に
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い
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。
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介
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30周年〜35周年の新たな取り組み

ほほえみ寮ベッド部屋

若草夏祭りの一コマ 仕事がんばってます

ほほえみ寮新設トイレ

電車で岡山駅に行きました
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瀬戸内学園は、地域の皆様に支えられています。

瀬戸内学園開設から35年、日々 、多くの地域の皆様に支えられていることを実感し、感謝の念にたえません。
本誌面では全てご紹介できず、一部となってしまいますことをご容赦願い、

その活動をご紹介させていただきます。
地域の皆様、本当にありがとうございます。

歯科往診
毎月1回、私たちの歯の状態を診
て、歯磨きの仕方や治療のアドバイ
スをしてくださいます。遠いところ
からいつもありがとうございます。

訪問整体サービス
毎月、私たちの体をほぐしていた
だいています。仕事の疲れにきく〜
整体師さんの尽きないトークが楽
しいです。

喫茶サン
いつも笑顔で迎えていただき、リラックスで
きるよう気遣ってくださいます。ダントツ人気
はホットケーキ。でも玉子サンドも絶品です！

グラウンドゴルフ
毎年、3地区老人会の皆さまのご協力
をいただき、グラウンドゴルフの大会
が開催できています。毎回、優勝目
指して熱戦が繰り広げられています。

大正琴クラブ
大正琴を演奏するのは難しい！で
も、音楽を奏でるとウキウキします。
先生方が丁寧に教えてくださるの
で、少しずつ上達しています。

ちぎり絵
毎月1回土曜日、先
生方のご指導のも
と、色とりどりの和
紙を使い、季節の風
物詩を題材に作品作
りを楽しんでいます。

お花クラブ
月1回、私たちの癒されタイム。
お花に囲まれて、お花の先生たち
と楽しいひと時を過ごしています。

クッキングクラブ
切ったり混ぜたりこねたり・・・。料理っ
て楽しい！自分で作ったものを食べる
のも格別。私たちができることを、先
生が丁寧に教えてくださいます。

マキノ理容
いつも優しく迎え入れ
てくださり、きれいに髪
を整えていただいていま
す。理容師さんが聞き上
手なので、ついつい長話
しをしちゃいます（笑）

西浦婦人会・つぼみ会
連島東学区愛育委員会

連島東地区社会福祉協議会
矢柄八幡神社ふれあい秋祭りの会

連島中学校区
人権学習推進委員会

協創会 倉敷南ライオンズクラブ

学園祭ではたくさんのご協力をいただいております。おなじみの行事として参加してくださって、いつも本当にありがとうございます。
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平成25年度　瀬戸内福祉事業会　事業報告・決算報告

　平成 26年５月 28日（水）に、グリーンビレッジ瀬戸内において理事会・評議員会があり、瀬戸内学園、グリーンピア瀬戸内、グリー
ンビレッジ瀬戸内の事業報告、瀬戸内福祉事業会の決算報告を行っています。
　平成 25年度瀬戸内学園では、４事業所における事業報告を行いました。瀬戸内学園においては、前年度と比較すると、平均２
名減の利用実績となったこと、職員数を増やしたことにより、細やかな配慮と支援が行き届くようになったこと、老朽箇所の改修
を進めていること等を報告しました。続いてつばさせとうちでは、クッキー売上強化を目標にプロデザイナーに依頼しパッケージ
デザインを一新したこと等、ケアホームせとうちでは利用者の高齢化が進んでいること等、相談支援事業所クローバーせとうちで
は、徐々にではあるが実績を作っていることを報告しました。
　決算報告については、別表により報告を行っています。なお、平成 26年５月 20日に監事（２名）によって行われた監査で、
事業報告・決算報告ともに適正であるとの監査報告を受けています。

　別紙　　　　 平成 25 年度資金収支及び事業活動収支計算書総括表（経理区分別）	 （単位：千円）

会計区分 経　理　区　分　名
資金収支計算書 事業活動収支計算書
決　　算　　額 決　　　算　　　額

収　入 支　出 当期資金収支差額 収　入 支　出 当期活動収支差額

一
　
般
　
会
　
計

本　　　部 396,893 364,314 32,579 16,893 19,353 △ 2,460
瀬戸内学園生活介護 301,434 285,663 15,771 316,124 298,991 17,133
瀬戸内学園施設入所支援 123,087 121,700 1,387 123,088 121,701 1,387
つばさせとうち生活介護 72,178 67,881 4,297 72,920 65,715 7,205
ケアホームせとうち 88,853 86,979 1,874 90,172 88,611 1,561
相談支援クローバーせとうち 517 517 0 517 517 0
グリーンピア瀬戸内 (特養 ) 333,785 330,281 3,504 355,959 350,090 5,869
グリーンピア瀬戸内 (ケアハウス ) 22,636 27,029 △ 4,393 26,811 32,545 △ 5,734
グリーンピア瀬戸内(デイサービス) 46,512 45,082 1,430 49,192 48,213 979
グリーンピア瀬戸内 (居宅介護 ) 10,374 12,294 △ 1,920 10,958 12,841 △ 1,883
地域包括支援センター 25,364 29,081 △ 3,717 25,364 29,212 △ 3,848
グリーンビレッジ瀬戸内（地域密着特養） 180,229 206,666 △ 26,437 184,061 212,840 △ 28,779

合　　　　　　　計 1,601,862 1,577,487 24,375 1,272,059 1,280,629 △ 8,570

授産会計 つばさせとうち就労継続支援 B型 46,233 42,549 3,684 49,182 46,774 2,408
合　　　　　　　計 46,233 42,549 3,684 49,182 46,774 2,408

特別会計
(公益 )

福祉有償運送 8 8 0 8 8 0
地域生活支援事業 1,906 1,906 0 1,906 1,906 0
居宅介護支援事業所 10,217 10,217 0 10,217 10,217 0
地域包括支援センター 25,008 25,008 0 25,008 25,008 0

合　　　　　　　計 37,139 37,139 0 37,139 37,139 0
合　　　　　　　計 1,685,234 1,657,175 28,059 1,358,380 1,364,542 △ 6,162

　　　　　　　貸　借　対　照　表　　　　　 ( 単位：千円 )
資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 632,282 流動負債 148,090 
固定資産 2,432,568 固定負債 821,243 
　　基本財産
　　その他固定資産

1,822,099 
610,469

負債の部合計 969,333 

基本金 414,886
国庫補助金等特別積立金 921,122
その他の積立金 111,400
次期繰越活動収支差額 648,109

純資産の部合計 2,095,517

資産の部　　合計 3,064,850 負債及び純資産の部合計 3,064,850

苦情等の報告
　平成 25年度、苦情報告は 18件、事故報
告は 154 件、ひやりはっと報告は 30件あ
りました。この報告を基に、苦情解決検討
委員会・危機管理委員会を毎月開催し、解
決を図ってまいりました。苦情では、職員
の支援や対応に関するものが多くみられま
した。そのため、職員会議において、再三
話し合いを行い、統一した支援や誠実な対
応ができるよう努力いたしました。事故・
ひやりはっとについては利用者の方の高齢
化・重度化に伴い、転倒事故が最も多く、
１件ごとにリスク分析を行い、改善に役立
ててまいりました。
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　平成 26 年５月 28 日（水）に瀬戸内学園後援会理事会が
開催されました。平成 25 年度には、個人会員 248 名、法
人会員 46 名のご協力をいただき、1,097,000 円の会費が
集まりました。今回、ついに会費が 100 万円を超える額と
なりました。この場をお借りいたしまして、後援会に入会し
ていただいた会員の皆様に厚くお礼申し上げます。
　昨年度は、この会費を基に瀬戸内学園食堂の机を一新い
たしました。利用者の方がこの机を使用し、おいしく食事を
いただいているとの報告を受け、大変嬉しく思っております。
　今後とも皆様の一層のご協力を賜りますようよろしくお願
いいたします。

瀬戸内学園後援会　会長　菊池　捷男
　後援会加入のお願い
　年会費　　個人会員一口　  1,000 円
　　　　　　法人会員一口　10,000 円
　ご入会、お問い合わせは、後援会事務局までお願いいた
します。

☎ 086-448-1811
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岡山県障がい者  スポーツ大会

  

学
園
の
出
来
事

障がい者スポーツ大会結果
50m

3位：白神　淑子 様

ソフトボール投げ
1位：新免久仁子 様

卓球
2位：門脇まゆみ 様
2位：花岡　孝市 様
3位：利川　英弘 様

100m
2位：三宅美智子 様

ボウリング
2位：村田　裕美 様

フライングディスク
3位：齊藤　眞里 様

　

毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
い

つ
ま
で
続
く
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
広
報
誌
は
35
周
年
と
い
う
こ
と

で
、
テ
ー
マ
を
「
感
謝
」
と
し
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の
広
報
誌

だ
け
で
は
掲
載
し
き
れ
な
い
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
日
々

実
感
し
て
い
ま
す
。　
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益
々
の
飛
躍
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楽
し
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に
し
て
い
ま
す
。
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利
用
者
の
方
の
笑
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大
切
に
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い
き
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　4 月５日（土）、春の恒例行事となっている
学園祭が行なわれました♬
　当日は、曇りと小雨を繰り返すあいにくの
天気のため園内での開催となりましたが、多
くの来賓の方や地域の皆様にご参加いただ
き大いに賑わいました。残念ながらステージ
ショーとはいきませんでしたが、岡山県ご当
地ヒーロー「鬼神戦士　ジャケンジャーＸ」が
会場を回って下さり、握手会や写真撮影会で
大いに盛り上がりました。地域の子供さんや
利用者の方のみならず、大人の方にも人気で
好評を博していました。また、「バルーンアー
トの弥生さん」も園内を回り、風船で犬や猿、

お花や帽子などい
ろいろな物を作って
下さり、大好評でし
た。ジャケンジャー
Ｘさん・弥生さん、
また会える日を楽しみにしています。
　今年も被災地の方々の復興のお手伝いを！
という思いから募金活動を行いました。得々
市と模擬店の売上 127,575 円を岡山県知的
障害者福祉協会などを通じて、東日本大震災
義援金として東北の福祉施設等へ寄付させて
いただきました。ご理解、ご協力ありがとう
ございました。

 第32回　学園祭


